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   Ｆ１６Ｃ  33/78     (2006.01)
   Ｆ１６Ｃ  19/18     (2006.01)
   Ｆ１６Ｊ  15/3204   (2016.01)
   Ｂ６０Ｂ  35/18     (2006.01)
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【ＦＩ】
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   Ｆ１６Ｃ   19/18     　　　　
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   Ｂ６０Ｂ   35/18     　　　Ｃ
   Ｂ６０Ｂ   27/02     　　　Ｑ
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【手続補正書】
【提出日】平成30年9月6日(2018.9.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　前記庇リップ３３は、前記各シールリップ２２ａ～２２ｃのうち、最も径方向外側に設
けられたシールリップ２２ａよりも更に径方向外方に設けられ、且つ、前記回転側フラン
ジ１０の軸方向内側面の基端寄り部分（径方向内寄り部分）に設けられた段部２４よりも
径方向外方に位置させている。これにより、前記庇リップ３３の先半部（軸方向外半部）
とこの段部２４とを径方向に重畳させている。又、この庇リップ３３の先端縁（軸方向外
端縁）を、前記回転側フランジ１０の軸方向内側面に近接対向させている。具体的には、
前記ハブ３が回転していない状態での、前記庇リップ３３の先端縁とこの回転側フランジ
１０の軸方向内側面との間の距離（軸方向に関する距離）ｄａを、０．５ｍｍ以上、１．
５ｍｍ以下としている。本例の場合、前記庇リップ３３が、前記各シールリップ２２ａ～
２２ｃよりも径方向外方に設けられている為、前記車輪支持用転がり軸受ユニット１ａの
運転時（前記ハブ３の回転時）には、前記距離ｄａが大きく変動する。この距離ｄａが０
．５ｍｍ未満の場合、前記車輪支持用転がり軸受ユニット１ａの運転時に、前記庇リップ
３３の先端縁と前記回転側フランジ１０の軸方向内側面とが接触する可能性がある。一方
、前記距離ｄａが１．５ｍｍよりも大きくなると、前記各ボルト２９の先端部外周面が通
過する際の気流の変化に伴う圧力変化を十分に大きくする事ができず、後述する様な、前
記庇リップ３３の径方向内側部分に侵入した異物の外部空間への排出効果を十分に得難く
なる可能性がある。前記庇リップ３３の先端縁を前記回転側フランジ１０の軸方向内側面
に近接対向させる事により、これら庇リップ３３の先端縁と回転側フランジ１０の軸方向
内側面との間に、ラビリンスシール２５ａを設けている。尚、前記距離ｄａは、前記車輪
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支持用転がり軸受ユニット１の軸方向寸法等に応じて適宜変更する事ができる。又、前記
庇リップ３３の先半部内周面と前記段部２４とを近接対向させて、前記ラビリンスシール
２５ａの全長を確保する事もできる。更に、本例の場合、前記庇リップ３３の先端縁を、
前記各ボルト２９のうちで前記回転側フランジ１０の軸方向内側面から突出した部分の外
周面（のうち、前記車輪支持用転がり軸受ユニット１の径方向に関する内半部）に近接対
向させている。具体的には、前記ハブ３が回転していない状態での、前記庇リップ３３の
先端縁と前記各ボルト２９の外周面との間の距離（径方向に関する距離）ｄｒを、１ｍｍ
以上、３ｍｍ以下としている。前記庇リップ３３の先端縁と、前記各ボルト２９の先端部
外周面との間の距離を１ｍｍ未満とすると、これら各ボルト２９の先端面及び先端部外周
面が通過する際の気流の変化に伴う圧力変化により、前記庇リップ３３の先端縁が、前記
各ボルト２９側に引き寄せられてこれら各ボルト２９の先端面又は先端部外周面と接触す
る可能性がある。一方、前記庇リップ３３の先端縁と、前記各ボルト２９の先端部外周面
との間の距離が３ｍｍより大きいと、これら各ボルト２９の先端面及び先端部外周面が通
過する際の気流の変化に伴う圧力変化を十分に大きくする事ができず、後述するベンチュ
リー効果が得難くなる可能性がある。但し、前記距離ｄｒは、前記各ボルト２９のピッチ
円直径（これら各ボルト２９の中心を通る円の直径）、材質等に応じて適宜変更する事が
できる。
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